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資 　料
血液透析患者の透析中の身体的苦痛に関する文献検討
中尾美幸 　野坂久美子
は じ め に


年以降，腎不全の患者の中でも透析導入され
る患者は増加の一途をたどり，わが国の透析患者は
約万人に及ぶ ．透析導入に至る患者の中でも糖
尿病を基礎疾患に持つ患者が増加している．糖尿病
が進行した糖尿病性腎症による透析患者は，糖尿病
の合併症としての末梢循環不全や知覚低下を有する
ことが多い．しかし，腎機能の低下は重症になるま
で自覚症状として現れることは少なく，日常生活に
おいて軽視されているという現状がある．透析看護
の役割は，透析に関する副作用への援助に加えて，
糖尿病への自己管理の支援が必要となる．
国際腎臓学会と腎臓財団国際連合は毎年 月第 
火曜日を「世界腎臓デー」と定め，わが国において
も，新聞やテレビといったメディアを通して国民に
意識付けを図っている．
長年生活コントロールを必要とする透析患者には，
透析中の苦痛を軽減することで，透析患者と看護者
との信頼関係を築くことが日常生活へ意欲や関心を
高めるために重要となる．透析の副作用と糖尿病の
合併症の両者に共通した透析患者の苦痛には，冷感，
疼痛，痺れがある．この冷感，疼痛，痺れの原因
については未だ明らかではない．
そこで，本研究では，近年のわが国における透析
看護の研究の動向をみることと，透析患者の苦痛（冷
感，疼痛，痺れ）に有効とされる保温に関する研究
の動向をみること，という 点を通して，透析患者
の透析中に起こる末梢循環不全に対するケアの方策
を検討していくことを目的としている．
研 究 方 法
 本研究は

年から		年のわが国におけ
る透析看護の動向を見るために，「透析患者」
「看護」をキーワードにして医学中央雑誌検
索をした．整理した文献の内容を研究者間で
精読し，透析看護に関する内容を含み，かつ
原著である
文献を対象とした．
 透析患者の抱える身体症状についての具体的
アプローチの方法を明らかにするため，
文
献から，透析中の具体的アプローチが述べら
れてる文献を抽出した．抽出した文献を，透
析中の身体症状ごとに，実施者，所属，目的，
対象，結果で整理した．
 透析中の保温に関するアプローチとして，透
析患者のフットケアはどのような目的で行わ
れるか整理するため，．で抽出された文献
から，フットケアに関する文献を抽出し，方
法，目的別に整理した．さらに，看護以外の
領域による透析中の保温の研究の動向を探る
ため，「保温」をキーワードにして医学中央雑
誌，にて検索をしたが，医学中央雑誌で
のみ 文献が該当したため，方法を変更した．

年から		年までの医学中央雑誌で「人
工炭酸浴」をキーワードにして，検索し，そ
の効果別に分類した．
結 果
透析患者の研究の動向については，

年		
年の「透析患者」と「看護」に関する研究の文献数
の年次推移は図 のように毎年増加していた．
．透析中の患者が抱える苦痛について
血液透析患者の透析中の身体症状に対する具体的
アプローチが述べられてる文献を抽出し，かつ会議
録を除いた件の実施者，所属，目的，対象，結果
に整理した（表 ）．研究は全て			年以降であり，
着目されていた透析中の身体症状は，「体感温度」，
「下肢硬直」，「血圧低下」，シャント肢の「穿刺痛」，
「掻痒感」，透析中の「副作用」，の つに分類され
た．研究者の所属は，件全て病院所属の看護師が
行っていた．全ての文献が対象を透析患者としてお
り，具体的アプローチの実際は，保温袋などの器具を
用いた外的なアプローチ，透析前の足浴やアーム浴
といったアプローチでの透析中の症状の検討であっ
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図  わが国の透析患者と看護に関する文献の年次推移（年）
た．また，透析中に試行した研究内容は，「保温袋の
使用」，「アルミシートの利用」，「テーピング」，「透
析液温の調整」，「温罨法」であった．
．透析患者への具体的アプローチ方法と保温の効
果の比較

件から，透析中の末梢循環不全への対策として
のフットケアと保温に着目して文献を抽出整理した．
透析患者のフットケアに関する研究は件であった
（表 ）．
フットケアの内容は，「人工炭酸浴剤」を用いた研
究が最も多く 
件であったが，全て医師が行ってい
た．残りの研究は「フットケア勉強会」に関するも
の（ 件），「チェックリスト」を用いたもの（ 件），
「足体操」・「ガス封入」による症状緩和によるもので
あり，全て病院に所属する看護師が研究を行ってい
た．人工炭酸浴剤は，患者の循環障害の改善
や，糖尿病性腎症による下肢潰瘍の改善を目的とし
たものであり，いずれも症状の改善や潰瘍の改善が
認められた．しかし，血流改善については改善が認
められない例もあった．医師による研究は

	年代
もあったが，看護師による研究は全て		年以降の
ものであった．

年		年までの医学中央雑誌で検索した文
献から透析患者に限らず炭酸浴に関する研究を整
理したところ，
件となり，会議録を除くと件と
なった（表 ）．
最も古い研究は
年であった．
	年代は，人
工炭酸浴自体が人体や生態への組織循環に効果があ
るかという研究がなされていた．その後，

	年代
に入って「炎症」，「」，「リウマチ患者」，「心
身症」，「健常者」など対象が少しずつ変化しつつそ
の効果を検討する研究が進められていた．人工炭酸
浴剤として用いられているものは，「ケア」「バ
ブ」などであり，研究者はいずれも医師や企業など
であった．
．透析患者の について
透析患者の について検討している文献は 
件であった（表 ）．
文献は，全て研究機関所属者が行っていた．対象
は透析患者のみが 件，患者と看護師のみが 件，文
献研究が 件であった．文献が対象の研究は		年
が 件と		年が 件であった．透析患者の 
に関する研究そのものは増加していた．これらの文
献の内容は，透析患者に直接アンケートを行って
いるものや，近年では，のスケール（，
）を検証した研究や検証後用いた調査のほ
か，直接苦痛などのインタビューを行っていた．透
析患者の は身体の健康が基本とされているこ
と，透析中の患者の身体的苦痛は「穿刺痛」，「血管
痛」，「頭痛」，「痒み」，「同一体位」，「疲労感」であ
り，精神的苦痛は「血圧の上昇や下降」「症状出現の
不安」であった．
考 察
．透析患者が抱える苦痛へのアプローチ方法につ
いて
透析患者の透析中の苦痛に対する研究数は臨床現
場の看護師が中心に行っており，患者の基本的な身
体問題を解決するという問題に着目していた．しか
し，同じ研究内容が各地で行われており，今後研究の
積み重ねによる一般化が期待される．透析中のアプ
ローチについては，「保温袋」，「アルミシート」，
「テーピング」，「透析液」	などの様々な方法があ
り，透析中の「痺れ」，「痛み」，「痒み」などにアプ
血液透析患者の透析中の保温に関する文献検討 
表  透析中の身体症状に対するアプローチ
ローチしていたが，これらの症状は，末梢循環の改
善によって軽減または消失していた．これらの方法
を今後利用する場合，「保温袋」や「アルミシート」
は可能であるが，「テーピング」は 件しかないこ
とや，テーピングの施行の結果，透析中の症状の軽
減につながっていなかったため，今後も検討が必要
である．また，「透析液」温度の調整は，温度を上げ
ることで，透析終了時に生じる体温低下の不快感は
軽減できるが，一方で血圧低下という症状が出現す
るため，透析液温度を上げることは危険性も含んで
いる．
さらに，保温については，「保温袋」や「アルミ
シート」，「部分浴」
の効果は検討されていた．「保
温袋」や「アルミシート」は体温低下による不快感
の軽減や痺れや痛みの軽減は図れていたが，「部分
浴」はそれに加えて透析患者の満足感の上昇につな
がっていた．透析中の部分浴施行は，透析時間拘束
にも影響しないため，受け入れも可能かと考えた．
自宅での継続においては，テーピングは看護の現場
ではなじみも少なく指導という点では意識付けをし
ないと導入が難しい．また，アルミシートは，安価
なものも市場に出てはいるが，購入を行う必要があ
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表  透析患者に行われるフットケア
血液透析患者の透析中の保温に関する文献検討 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表  透析患者の 	
に関する看護研究
る．温浴については，入浴という行為が日常でされ
ている日本文化においては，各世帯に浴槽があり，
イメージもしやすいため，自宅での継続が可能であ
る．人工炭酸浴を導入することは温浴以上に血管拡
張作用やリラクセーション の意味で安楽という
利益も持っている．看護では，全身浴のみならず，
部分浴として，足浴やアーム浴という透析室におけ
る実施が可能である．
．透析患者のフットケアと保温について
透析患者のフットケアについては，「人工炭酸浴
剤」を用いて検討している研究が多かった．循環改
善については，
	年代に既に実証されていた．こ
れらから，看護においても，
	年代から，透析患
者に対して人工炭酸浴剤を用いた介入が可能であっ
たと考える．しかし，保温に着目した看護職者の研
究は			年まで認められなかった．
フットケアそのものについて入浴剤などを用いた
取組みが各地で行われ，炭酸浴の効果などの研究も
なされているが，例のみでの検討が多く，研究の
積み重ねや独自性を把握することは出来なかった．
人工炭酸浴剤は，当初は循環改善の検討がされ，
その後には他疾患における効果や人工炭酸浴剤
に含まれる成分の人体への影響などの検討がさ
れていた．循環改善以外の疾患などへの効果につい
て，心身症など精神的な効果については今回対象と
した文献には十分な情報がなかったため，根拠は明
らかではなかった が，人体に悪影響を及ぼすこ
となく，循環改善効果があることが明らかになった．
．透析患者の について
透析患者のに関する文献数は少なかったが，
患者の 評価ための調査対象が，近年では患者
のみならず看護師まで含まれていた．また，評価の
ための調査用紙は，より標準化された，
などの質問紙が用いられていた．今後は，
研究結果の検討の際に，他疾患との比較，健康な人
との比較などと発表されている結果との比較を行え
る可能性がある．
透析患者のの内容は，身体的，精神的，社会
的苦痛と言われてはいるが，透析中の患者の苦
痛内容は，原因が明らかでなく，色々な研究がなさ
れていても対症療法にすぎない現実があることがわ
かった．透析患者には，漢方など透析中の苦痛
に対しての継続的アプローチもあった．しかし，腎
機能が低下している透析患者には，服薬アプローチ
は限界がある．透析患者への透析中の身体問題を，
外的アプローチによって軽減できるケアを検討して
いくことが看護に求められる．
近年，透析患者のエンパワメントの支援について
検討され始めている	．しかし，透析中の苦痛を軽
減することが最も重要と考えられる現在，透析中の
苦痛症状（痛み，痺れ，痒み）を軽減するのみでは
なく，さらに安楽を与えること，自宅でも可能な内
容のケアが必要となる．さらに，透析患者は透析と
いう時間拘束が生じているため，透析時間以外の拘
束が困難な状況下
では，透析中に行うケア内容
の検討が必要である．
結 論
わが国における透析看護の研究と透析患者の保温
に関する研究について概観した結果，以下の結論が
得られた．
（） 

年		年の「透析患者」と「看護」に
血液透析患者の透析中の保温に関する文献検討 
関する研究の文献数は毎年増加していた．透
析患者に対する透析中の身体症状に対する具
体的アプローチに関する研究は全て			年以
降であり，着目されていた透析中の身体症状
は，「体感温度」，「下肢硬直」，「血圧低下」，
シャント肢の「穿刺痛」，「掻痒感」，透析中の
「副作用」，「開始までの待ち時間」による苦
痛，の つに分類された．
（） 透析中の透析患者の血流増加について，足浴
の研究から検討されているものはいくつか見
られたが，血流改善が苦痛の緩和に繋がるこ
とが明らかになった．
（） 透析中の患者の保温については，透析液の温
度，環境温（アルミの使用）があったが，症
例研究が殆どであったため，根拠となる実証
研究が必要となる．
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．
）古元順子：児童期心身症に対する人工炭酸浴の試み．環境病態研報告，，
，
．
	）下山節子，許斐真弓，田中利恵，平川オリエ，高柳恵子，田中圭子：外来血液透析者の の実態．日本赤十字九州
国際看護大学   ，，	，．
）佐藤恵子，井口澄子，丸山亨，井口かおる，内田陽子：血液透析患者の透析中の身体的・精神的・環境的苦痛 　聞き取
りアンケート調査を実施して．日本看護学学会論文集 　成人看護，，
，．
）宮本みづ江，安西啓子，山下加代子，吉田あや子，伊藤靖，嶋田俊恒，室谷典義：血液透析患者の筋痙攣に対する芍薬
甘草湯の使用経験 　患者に適した服用法の検討．透析ケア，（），，．

）梶本市子，日野洋子，松本幸子，宮武洋子，野嶋佐由美：血液透析患者の自己決定スタイルに関する研究．看護研究，
	（），，．
）田中和子，両角剛宜，佐藤美智代，本間和美，木村弘代，柳沢美和，藤森三八，岩村文彦：透析時間の苦痛の緩和に音楽
を用いて．長野県透析研究会誌，（），，
（平成年 月	日受理）
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 中尾美幸・野坂久美子
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